
十勝地方の防風林の取扱いについて
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ト勝地方のカラマヅ防風林が防風と培似のうえにどのような機能と効果があり，その育成と形、抜いをい

かにすべきかは興味深い課題である。この地方の防風林のt;~能は当支場防災研究室の中札内村の説iillJ仰に

よって 11)]らかにされ，そのう効果は道林務部の調査の農作物の増収からうかがわれる J 今同洞査した防風休

の取扱いについては道林務部ならびに総合開発事務局の委嘱により昭和 28 ， 29 両年御影村で短期日l:ìJ.l!査

したもので， j'm+坊の防瓜林の気象MììJliJ筒所と .~!l~なるが，十11券陪(野は広く平坦で地形が)[似しているので，

この調査資料ヵ、ら十勝全円の防風林の取扱いについてもある松度の推定ができるものと忠われるのこの IVfri

査にあたり御支援にあずかった北Mj芭1本務部，道総合開発事務局当局，現地でおtlj:]Ì.1iになった十!際交11'林

務課，御影村役場，消;}(営林署，親íW鉄道保級事務所の各当同にたいし謝;立を表するとともに，征111交閲:を

いただいた初[J下支場長，御指導にあずかった三店愁同士，御援助iこあずかった井上陸室長，小野寺卯室長

ならびに松崎清ーの諸氏に感謝する次第である。

十勝地方の開拓と風害と防風林

A. 開拓と風害

明治 40 '"Fに削除のトンネノL と峠を越えて卜!路にi亙じた汽IfItこよって十時大平原の問弁iへの大きなケサ

ピがうちこまれ，さらに欧洲大戦による経治界の活況，とくに豆類はじめ畑作物の輸出の振興による何絡

の高臓にnl!j駁されて，十!日3平阪の開拓は;i'St)ili i.:::.iili展されたものと思われ，大lE 8'1主に:;1，辺に渡った開拓民

は開拓史をi通じて最高の数に達しているニ明治 41 年当時の[.勝平原の展望について林常犬H:の川'lft山

野の想ひ出かを引用すれば，十勝大平原の鳥l敵風景はじつにカシワの樹ì[ljであった もっともその内3に

立ちスれば'HÏ広町，その他の低地，いまの7}([1[になっているあたりは， 1:1 11 もあり，ニレやヤヂダそも茂っ

ていたが， 十IØÍ'特有の段階的な丘台地はまばらでもカシワ林一色で、あったといえよう p このカシワ:1*は急

速な開拓の進展によって伐りたおされたのと，池町，止若にできたカシワ樹皮を原料とする製渋工場がカ

シワの樹皮の買集めを断ったので， 手の届く範i眉で立木の皮はぎが盛んに{子われて， 立枯となるものが

南，束力、ら西に急速に拡がったコこれらは鉄道枕木用材として伐採，積み出されたし

ーこのように急激に樹林が伐採ないしは枯損をきたしたのと，一方この地帯の軽宏、な火山灰質土壌は年を

へるにしたがって含有腐植質が流亡してきて，単粧状の結合度のない軽い土壌と化したこと主，一方fk倒，

開墾によって広い大平原の畑地の鉱質土壌は春 5 月の強い日!照と温暖な南よりの風によって急\JID:に|反めら

れ，空気が膨張するが，一方毘風のように西より北にわたって準え連らなる日高連峯はまだ白雪で覆われp

空気が冷たく密なので，かかる気圧の著しい差がたまたま山を越えて吹きおろす北西の風と相乗してフエ

(1) 北海道支場経営部長 (2) 北海道支場経営研究室員
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ン風 (Fähn) となって吹きおろし，または山岳地叩のう尽冷な宅気が大:'1L阪をj亘る低気圧に誘引されて吹き

おろすボラj以(Bora) となって吹き. 11 1 '1天の日の正午ごろから吹L 、て夕方次第に風速を減ずるのが通例で，

吹走のn:~i'l nJは短いが，開拓の進度とともにこの春先の吹きおろす風が強烈になってきたので，農家は年に

よってせっかく措いた種子や肥:1:(;した沃土がl吹きとばされ，また，発見=したばかりの豆に飛土が激突ない

し被従して:J:ll[('I'を企減せしめ，新たに播種しなければならないようになり，このため幾何ミ物の発5F，成熟

がiIïれ，充分完熟しない号ちに降霜などのため，収穫が、}三減J.:)、ドとなる初台が:多力、った戸さらに畑地，道

路の排水滞は土でうずまり，屋放などのj ， ':j附も土がJiH京して州りb，;しの労力も Y}ÞJJでなかった このよう

に烈風に陥まされるようになってきたが. I切風(~~安休の pll近はかかる 0ViTから免れている事実から L、ある

幾家は昭和1 2~3 1'[三ごろから耕地防風林を川の州問にjrl'[えるようになってきたっ

この日高山脈より吹きおろす烈風はとくに切れ、淡谷にそうて，すなわちr!l'~擦の少なL 、 Ufj0íで風が収叙さ

れ，風辿が増大しぺ長円をはじめその通路μある高台j<J 1 地を簡撃し，御影村の高台地のit~柏:石山部落のよう

に，肥沃な淡土が吹きとばされ. J心土の←行f!i\~が~~\写r'liし，耕地としての再起の容易でない地方さえみられる。

B. 固有防風林

このように開拓の進展とともに風告が激しくなってきたが. -['j跡地方には国有|山風休が開jfi当!1すからあ

ったの十勝平町〔の開拓には，開111 使l'J， '1ミの北河1])色[-1"の方針によって，すなわち，開拓顧問として招1侍した

米国の農業捜仰の設計をとり L 、れて，米国流のブ、ロヅク主義で農地区歪IJを行ったもので. 150x100問の 5

nry)ドずつの小区割を 1 戸分とし 6J寸区分，すなわち 300x300 l!iJの方形を巾区劃とし，この 6 中区割，

すなわち 900x900 間門角を大区1[11 と称した。各区歪1)線は，\ili例，南北，東西に一致せしめ，しかして防風

林は 2 刊の大区劃峡のI@こ，すなわち 1800 I I:J ごとに 100 I!\l耐の天然林を保存することとした この 100

nll闘は防風日 n勺のみでは--見!ぶきにすぎる感もあるが，開:f:! iúl!の考えは0-1 雨林を離れた広い平原農相|地

イ:ffが開墾を完了したときには，農家の家イノf'. 燃料材をうる途がほとんどたえることを予見し，かねて非常

時間売林としての立味をJJIIえたものであったら

しかし，多年の il iIに|徐々な í'):裂や，)く災のために漸次区域と森林とが減/少してきたので，その後，これを

国有保安林に綿入し，官行造林を行ったが，戦時rl1食間tfllへの開放，とくに戦後の材~~解除により面積が

著しく減じ，さらに町村有休としての経営が.iJ:担当とされ，最近国有林より公有林へ譲渡されるものが多く

なったり元来燥地防風林として 1800 l!iJの M_~11Jffiは事í;<:'}j lnJ附を著しく包越しており，虫、つ防風 :1分見地力=らみ

れば，京回線，雨北線とし、う方向は有~itf風の方向と必ずしも一致しない憾もあるが，農地の区劃ができ，

道路，その仙の施設ができた今日，その区劃線にそうで一応考えなければならない

御影Hの幹線をなす防l武林としては国有防風林と欽J立防当林があげられる。国.有防風林は主としてカシ

ワの天然林と渓川畔のヤチダ、モ，アカダ.モ，ノ、ンノキの天然林とカラマツの人工林とからできている 基

幹防風林のもっとも古い造林地の一つは大正 6 年以降植栽の鉄道防雪林で，カラマヅを主とし，局部拾に

カラマヅ，欧州トヴヒをJ見交しているっついで大正 13 年以降植哉の国有防風保安林で，カラマヅ，チョ

ウセンカラマヅ，ヤチグモなどが造林されている

C. 耕地防風林

耕地10風林は心ある農家によって一部昭和 2 年ごろから植えられてきたが，昭和 6. 7 年の冷害凶荒は

とくにこの地方の農家に耕地防風林の造成の必要が痛感され，この積極的造林にたいして指導，助成，苗

木の斡旋など当局の熱心な奨励と実行組合の推進などによってこの;令書年を境として急速度に耕地防風林



一|イ|券地方の防 I!Ú~林の取J応、について (松井・篠原〉 - 79 ー

制の造成が完成されていったのである これらの防風林は道路や径畔，排水海，畑などの区劃似をfiJIIJ し

て耕地を仕切って悩妓され. 11H箇はほとんどカラマツで，ときにポプラ. 1: イツト{ヒ. トドマヅ，ヤチ

グモ，プヨウマツ， ドロノキ，カパなどもみられる。この村|地防風林の間隔，樹列も区々であるが 5~

7 尺のïE三.角形MえないしE方形楠えで，樹列は 1~6 列で，区々であるが. 2 ヂUjj南えがもっとも多いよ

うである日

昭和 8 年から 26 ;ドまでに実施された I-IJ淳之庁管内の耕地防l武林は 6.088 町歩 (~IIl:*Jt列 1mを 5~6 尺と

して計算せる面積)で，全j直の総面積 12.200 町歩の 49% にあたっている c 十勝管内の ll\. nl面積は 3.841

Ilfj'J九州l)Þ山市街は 1G4.018 11庁広で. ï両者にたいして 3.5%. 後者にたし、して 79'~ を1:11地防風材:に冶I点す

るとすれば，これの所要防風林面積は1l， G15 町歩となり，珂!想としては今後さらに 5， 527 町歩の耕地防

瓜休の泣氏を必裂としている。さらに今後の開発，汁iWiにともなう水[11. 畑町hにたし、し前~.II の卒で j:M山防風

林を作るものとすれば，今後の開拓にともない 1菱沼される防風林面積・は1， 52G lIlJ歩で，すなわち， 今後造

1& r!擦となっている防風林の総国債は 7 ， 0531吋ぶとなり. :t)Î閣僚の1. 1G 11';となっている

御影村の WI地防風林の面僚は，第 1 災のごとく 17G 町歩で，耕地面積の 4.3% にあたっている この

叫則休のJ川合は同本、l 内でも地勢によって異なり，高台地引の風街の強い地方は必然的にlí)jlKt1，;f*の'，'i-IJ f'ìl/多

く，上;FJイ if. [[1.宮，剣山，旭山部落などはそれぞれ 12.096. 9.19i. 7.3?6. G.096 となっており，防I]l\，林

の年次も十数年生のものが多いが，十11;1対l可I!I判こ j小、平坦地十r; で，風~~の比較的少ない地方では|功瓜林の割

合が少なく，日進， ド羽{iJ，常盤，大和などはそれぞれ 2.2 ;fó ， 1.59~ ， 1.2~b ， O.4?ó で，防風林の年次

は 20 年生内外のものが多い 山箆寄りのとf也市æの耕地防風林の少ないのは防風林というよ，):工薪炭林

や林業本{立の人工林が多いためで、ある、

第 1 ポ 御影l'、i の JJI:地防風林面積と長WI:Þ也にたL 、する Jtヰ:げら) (j副本主寄託1\制造工)

î~il 落 名 間林荷積 I Jtギヴ ;';il 落 名 防風林面積 比率(%)

11可歩 ド可歩
野 3.9 4.1 t 1也 0.6 0.9 

日 i色 3.5 2.2 也 山 10.3 6.0 

l ヨ 山 2.2 4.4 J!i Eヨ �.l 9.1 

k 日f 室 7.1 3.4 央 9.2 4.5 

千 歳 2.7 3.0 報 倍、 京 5.1 3.9 

報 1l1A市請、 5.6 4.3 十正 ケ l主 3.8 2.5 

HB 和l 6.4 4.3 鉄 I:fJ 2.1 2.1 

羽 [11 桐 4.6 4.2 -�1!l 愛 9.0 3.9 

大 手口 0.7 0.4 食U 山 12.1 7.3 

寸ご 手l 'rt-f 1.1 1.5 街l 影

常 盤 1.2 1.2 大 平

朝 日 4.7 3.2 キ白 木 6.7 4.4 

羽 帯 8.0 4.1 事? 生 4.6 4.1 

平 平日 7.9 4.6 ゴヒ 岡

中 :j:] 社f 10.2 5.7 更 生 4.9 3.7 

事ír 'l'J 414日トt 5.9 6.3 て の 他

上 :j~ 何HT 17.9 12.0 

号主 J,}!I; 7.9 8.6 176.1 4.3 

指 w この防風材、面積:土植栽木の幅を 5~G 尺として算出したものである
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十勝地方の防風林の機能と作物。士曾牧

A. 防風林の機能

十跡地方の国有の幹線防風林は開拓当初から計四され，この効果については)i，J紋農家が経験からひとし

く認めるところであるが，その科学関的究明については札l腕iJlU候所の高信保氏が大正 10 年 6 月 26~27 日に

十勝国主主別村学札内原野において開拓当所設定の基幹防風林，隔 1001111. 林分高 12 1111. 延長 15 町余の

アカグモ，イダヤの天然林について防風機能を訓73 し，筑 2&\の 11'llì1!Ij{JJ'! をえている u 当支;場防災1iJI究室で

は前掲のように昭和 26~28 年にわたって十勝国中札内村においてカラマヅ，カシワの幹線防風林やカラ

マツ耕地防IER林の機能について詳前nな観測調査を行っている。これらから防風林の機能と効用は推察で、き

るが，主j瓜[与の風色llにたし、する lí)j)iÍ\ì機能につし、ては鵠1ìllilの 17員会11 まだ作てし、なし、ょうである

第 2 表 :N;幹防風林の前後の風速

|川町中の後日i

(樹距高の 1~離ltf数) 74fhl時下Fi216 〉|叫ん却益〉
10 1斤 3.0 m/s 5.7 m/s 3.9 m/s 

5 2.7 5.3 3.6 

。 1.9 3.9 3.2 

。 0.2 0.4 0.3 

5 1.0 1.6 1.7 

10 2.0 3.8 2.9 

15 2.3 4.2 3.2 

20 2.7 1.6 3.4 

制 iJllJ 位置

間風i*の(J可ïi'li

B. 防風林の効果

十íØ~:t山方の防風林のもっとも大きい効lfJは春先の風蝕をHなう?"!1JTI\\.にたし、するもので，南東の治風にた

いする先Ijmは副nf.Jなものといえよう{ したがって，風蝕の被害の烈しい年に防貝L林の効果は顕著となるも

ので，長年の統計でないと十跡地方の防風林の効用はi也確に把握されないと思うが，農林省山林局編算防

風淋(f昭和 10 年〉によれば次表のごとく 1~3 出jの増U'Zは期待されるようである。

例1. 箇所: 卜勝国大正村中札内国有山!凡保安林

林況: カシワの突然林， fti高 6~10 1m. 方向北京， '1'日員 100 間， 延長 600 間

風向: 市・風は東南風，暴風は西南風

第 3 表 1 反歩当り 11'Z穫(俵j

年 'þ~ 昭和 6 年(冷害年) 平 年 作

種 類 1 金時立 ~l~!~ 麦|大豆金時I 豆 燕麦|大豆

保護区|

無保護区

1.5 

1.2 

4.5 

4.3 

1.0 

0.8 

2.5 

2.0 

5.0 

4.7 

2.5 

2.0 

例 2. 箇所: 十勝因音更村，高橋栄二郎氏所有耕地防風林

林況: カラマヅ林， 樹高 3~4 間， 方向南北， 幅員 3 間， 延長 200 間
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常風l土東南風，暴風;工西北風風向:

!lB手官 21-ド

大ノj、豆

3.0 

2.0 

(俵)

年

大小豆

3.5 

2.5 

5 118 示日

茶話 麦|

6.0 

4.0 

1 反歩当り収穫

年

大小豆|
2.5 

2.0 

6 
一
利

第 4 表

麦

5.0 

3.5 

H百

~IH~ 

ix 

類

'f 

種

保護

無保護

昭和 28 年 11 月道林務部林業認の調査によれば第 5 表のごとく十勝管内でも耕地防風林の整備した

この増収は地方IY~に士演性や地勢による局所気象の差町村の方が農作物の反当収穫が大となっている J

隣接の近似の町村を対象にじたので，大部分は耕地防風林の効I+Jに帰することができよ異はあろうが，

十勝地方における耕地防風林の効果比較表第 5 表

道林務部調査

1 491 防 l
|地風| 昭和I 27 年度の主姿作物

431J日竺土主主t~ 子大正|菜豆 iL 竺|ィ一主|馬鈴薯
区 i 名|獄 I(升) (%) (升)'(則的I(刈(升〉!(%〉|(升*%)，(チト)，(%)1(升仰〕|mi(%)j(〆 )1(%)
山清水町 1 2.1 I 1幻 961d 九叫 901 781 781 71 1 叫州吋 521 川叶 791 刈 67
麓御影村 5.0 1珂 l∞1 80! 100 60 1∞11∞ 1001 8011∞l l叫 1001. 68 1 1叫 98 1 1001 判 100

平|大IEHi 1.6 : 1161 九 681 叫 741 明叫 371 1151 891 1201 吋叶刊 l叶 l叶判 113
芽室町! 2.8 1 1061 68' 861 861 521 601 1121 691 771 回川 57: 44! 53! 801 641 2411 

原|大西村 4; 1 ;;~Il~~ 1∞I 1~~1 ;;II~~1 ;~;l … 1~~ll~~ll~~II~~1 ~~11∞i 1;:1 斗斗 i∞
J市要 歩合は，山麓よりの農村では御影村の収穫を 100% とし，平原の農村では大西村を

100% として比較したものである川

( 1 反歩当り収穫)

げ
リ
日

がf

一
地

また，林業課の調査によれば第 6 表のごとく十勝管内大樹町の農家のうちで耕地防風林の整備されたA

氏は防風林の少ない B氏に比べて各作物の反収が多く，昭和 28 年の冷害年でも減収率は少ないが，防風

十勝国大~1/llJにおける耕地防風林の効呆の比較第 6 表

道林務部調査

"'-::::ケ，--------九_______. A 農 家 B 農 家

作物\、年度 27年 1 28年!お/27
備

名'--_
27年 28年

(%) (%) 

大 E正 2.8俵 2.0俵 71 2.0俵 1. 2俵 60 

A草I 排書地d醸肪民訴大 麦 2.7俵 2.3 85 3.0 2.0 66 

，馬 鈴 薯 40俵 33 82 38 15 39 

デr ントコ{シ 1 ， 400〆 1, 200 85 500 500 100 B農耕家地耕防風地面林積率
グロ{ノξ{ 600〆 530 88 370 370 100 

麦 2.5俵 2.0 70 

ピ { ト 4 ， 800斤 3 , 800 79 

考

20町

9% 
4% 
5% 
14町

1.2% 

昭和 28 年 11 月〉( 1 反歩当り収量
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林の少ない農家は減収率が多い傾向がみられる士 たまたま B 農家の冷害年に減収のなかったデシトコ{

ン，レヅトグロバ{も A農家に比すれば 42% ， 70% の収量にすぎず，両者の土地条件，肥培管理の差は

あるとしても，防風林の多少が大なる因子となっていることは明らかで，耕地防風林による接地面の徴気

象の効果を特筆すべきであろう u

防風林の作物Jにたいする物理的ないし生理的機能については省|略するが，防風林の得失としてつぎのよ

うな点があげられるので，防風林と方位，防風林の庇陰などを考慮して作物の種顎を組み合わせなければ

ならないv

防風林によって気象要件が良好になり，作物の生育に好過してくるが，この他，広い緩傾斜の畑地では

融雪の遅速を調節iし，防風林がなければいっせいに融けた水が，畑のJく・土を侵蝕しながら，泥水となって

流れるおそれがあるが，防風林による積雪の深浅や庇陰の有無によって融雪を除々にし，その穆透を容必

にし，表土の流亡を防ぐことができる y また，防風J休によって火山Jj(質ないし砂質の乾燥しやすい畑地で

は，土壌湿度を保持させることができる。防風林はまた地温の轄射を遮き、り，吹雪を抑協して，レッドク

ロパ{などの越冬性牧草を凍害から防ぐ。しかし防風林の欠点も同時に考えなければならぬっ第 1 ， 2 図

のように庇陰による畑地の減少，側恨の耕地への侵入，落葉の飛散によって酸度を高めること，防風林に

盛藍の季節( it~ 4D') 

中央の斜fr\~， 1立午前官面積。;flil 店i はこの4計百径
の10倍 貫主骨'\1ユ面倒ヒ.71秘的

( 8aker氏め著書よ'J II用)

第 1 図樹木を中心とした日照時1 /11

四まれた畑の中央が匁冷な空気の{;~~~:III-l !jによって，知穴となりやす

いこと，防風林の陀険で路聞が乾燥しにくく，道路がいたみやす

いこと，雨突の続くさい防風林川縁の収穫物，主くに麦， li右豆の

ように多淘によって発根しやすい収穫物は減収ないし品質を低下

しやすいことなどがあげられよう。

、 10

南

, , , 

Baker氏ω著書よリ引用

胤夏の正午の陽光，樹影の外

を 100% ， J店陰 50% より急

速に 100% に推移する

第 2 図樹木をrl'心とする陽

光の強さ

しかし防風林の隈能はこれらの欠点を相llìつてはるかに効果的といえよう

基幹防風林

注H寺 1001間のjよい幅に|在線状に設けられた基幹防風林はその後耕地に開放され，ないし林憎が狭められ

て，現在附 30m 内外の保安林が多L 、っ鉄道沿線の 50~60m 1隔のカラマツ防雪林もまた広義の下品県防風

;f不としてJIY'.り扱うことができょう c これら保安林はカシワの天然林，アカダモ，ヤチダモの天然林とカラ
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マツ，チョウセンカラマヅ，ヤチダその人工林などに分けられる。本幹防風林は l~~Þ也防風林と異なり，や

や広い幅にたっているので，比較的順調に成長しており，適時にr:余伐，間伐を行っているので，保安的効

果とともに林業の泌首相rドJ収入が期待できる カラマツ人工林は林令 30 "'F内外で，経抗的伐J切に述し，今

後いかに次代の林を育成すべきか施業上の問題にも当面しており，ことに昭和 29 年の春秋の暴風害によ

って風倒木を生じたので，これらの取扱いについて:土慎重に検討を加える必要がある。

まずこれから防風保安林の実態を調べ，既往の成長経j品を解析し，収穫の概算哀を作ってその経済的収

支を検討したうえ，保安的使命を中断しないよう，森林を健全に育成し，最大の収額をあげるよう施業方

法をたてなければならない、1-:)、ド基幹防風林について標準地を選定し，実態を分析しようコ

A. カシワ二次林よりなる防風保安林

御影地方のカシワ林の成長についてはか昭和 29 年業務特別報公第 2 号かに発表しているが，その収穫

炎のイ'，j)を干f:J'渇すれば第 7 '"廷のごと 第 7 表御影地方のカシワ林の収穫表

く，カシワの成長は;出々として，収位
玉 林 オミ

が少なく，カラマツの 3~4 割にすぎ 王手

均 ha 当 :) 

ないまた，)日途も主として1fr炭材で，
成長量

経済価値が乏しく，枝問は粗剛で，開 胸官同和j 高 l 本数幹材積
:ilIlが遅いので，防風機能も n出品のj[þ]J [lJ

令 |民径 ; .ìl\年 l 平均
(cm) (m) (mり (m") I (mり

偵にみられるようにカラマツより劣つ
5 

ているので，潮汐く針葉樹林に改梢して 10 2.3 2.3 

いくべきである。
15 4.8 5.6 4 , 025 30 2.0 

20 7.3 7.6 2 , 391 46 
3.2 

2.3 

B. カラマツの基幹防風林 25 9.7 I 9.1 1, 721 65 
3.8 2.6 

30 11.7 10.3 1, 366 84 
3.8 2.8 多くは東西に長く直線状に延びてL 、

35 13.4 11. 3 1, 156 101 
3.4 

2.8 
る l坊風林であるいこの防風林の林床は

40 14.9 12.0 973 113 
2.4 

2.3 

主としてきヤコザサの出むるところ

で，これにメダラ，エゾイチコなどの刻糠濯木とブドウ，サルナシなどの基むjとカラマツソウ，キンモズ

ヒキ，ヨモギ，ダイコンソウ，ノガリヤス， ドジョウツナギ，ヤプニンジン，ノプキなどとが混生してい

る。とくに高台地のi垂水性のよい土壌ではミヤコザサの密度が大で，これtこカラマツソウ，ワラピ，ヨモ

ギ，ヒヨドリパナ，ハニド，ススキ，ツルウメモドキ， コマユミ，ツリバナなどの|湯向性の革本やJ佐木が多

くなっており，保水性の大なる土壊，ではキツリフネ，エゾシロネ， ρンゴンゾウ，オトコエシ，ヒトリシ

ズ 7J ， スゲ h'i. ニワトゴなどが多くなっているつキンミズヒキ，ダ、イゴンゾウ，ヤプニンジンなどのf~ 音

伝播性種子の草本類の混主は晩秋~早春の季節に附近農家の家畜の放牧されることを示すもので，防風林

の多角形J筒営の可能性を暗示するものである。

土壌は箇所によって異なるが，カラマヲの国有防風林や防雪林の多くは火山灰質の軽い塙壕土で，第 I

府は上方 26cm はI関摘にすこぶるとむ軽い黒色の壌土〔軟，潤，上方団粒状). 下方 10cm は灰寅燈色

の田植壌土，第]1層 40cm は暗黒搭色の壌土，第E層 76cm 以ドは灰黄白色の砂壌土ないし砂土となっ

ている。根の最深は 76cm. 最多は 28cm であるコ鉄道防雪林は第 I 層の A 層が一層厚く 30cm 内外と

なってし、る。チョウセンカラマツの成育する台地荷の土壌は第工層では上方 9cm I土黒色の軽震土，下方

6cm は灰黄色の援土，第E層では上方 15 crrl は暗黒褐色の壌土， ド方 10cm I土灰黄色の砂環土，第E
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層は上方 25cm は黒褐色の廃土，深さ 65cm 以下は褐色の砂現土となっており，根の最深は 60cm，最

多層は 30cm 内外である。

a) カラマツ国有防風保安林

第 8表 カラマ γ 国有防風林

標準地 A 

植栽後 27 年 凶積=500 m2 

胸高直径|樹高 i 木数|材積
(cm) I (m) (mり

14 16.5 2 0.25 

16 17.0 I 7 1.16 

18 17.5 15 1 3.23 

20 18. 0: 13 3. 52 

22 18.5 I 10 3.35 

24 18.8 1 0.41 

計 48 I 11. 92 

第 9 表 カラマツ国有防風林

標準地 B 

植栽後 27 壬ド 面績ニ 250 m2 

数
一
木
一

一
高L
0
0
0
7
l

一
一

一
一
樹
何
一
一
一

二
径
し
一

二
直
、
山
一80
2
4
6
8
0
2

一

二
当
司

C

一

1
1
1
1

ム

l
p
I
2

一
二
蜘
(
一
一

材積
(m3) 

0.02 

0.04 

0.14 

0.32 

1.04 

1.01 

1.29 

0.65 

4.51 

標準地 A: 南 3線 12 号付近のカラマツ林で，昭和

2 年に楠栽した林分である。植栽後 27 年目の林分は第

8 茨の構成を示し平均径 19.0 cm，平均高 17.8m， 1 

ha 当り 960 木， 238m九年平均成長量 8.8 m3 となっ

ている。

標準地 B: 南 3~4 線 14 号fJ近のカラマツ林で昭

和 2 年に11立殺した林分である。植栽後 27 年 El の休分は

第 9 茨のj持政を示し，平均径 16.5cm，平均高 15.5m，

1 ha 当り 1040 本， 180m九年平均成長量 6.71113 とな

っている。

b) カラマツ鉄道防雪林

第 10 表 カラマツ鉄道防雪林

標準地 C 

1íl古;後後 31 年 面積=3331112

胸高l門(cm) I (m) (111日)

12 14.0 0.08 

14 16.0 2 0.24 

16 18.2 3 0.73 

18 19.4 B 1. 60 

20 20.4 5 1.23 

22 21.2 5 1. 71 

24 22.0 9 4.01 

26 22.7 0.56 

28 23.4 0.67 

35 10.83 

鉄道防雪林は鉄道線路の南側に 50~60m の隔に御影より新得にわたって延長されている御影駅付近

の防雪林は大正 9~13 年摘えのカラマツ人工林からできている。

標準地 C: 南 2~3 線 13 号付近のやや北西国の緩斜地に位し，大正 9 年に布事後したカラマツ林で，

一般に鉄道防雪林は特殊の目的から立木度が過密となっているが，襟準地は比較的立木度の均整な箇所を

選んだ。植栽後 31 年目の林分は第 10 表のごとく，平均径 20.3 cm，平均高 20.6 m , 1 ha 当り 1050・

本， 325 m九年平均成長量 9.6 m3 となっているとこの立木度は一般収穫表より 2~3 割多いので，現実

林分の主林木の平均成長量はきわめて大となっている。

標準地 D: 御影駅付近すなわち南 3 線 10 号のカラマヲ林で，大IE 14 年Hn栽の 29 年生の林分は比

較的樹冠がよく張っており，第 11 哀のごとく平均径 20.6 cm，平均高 20.8m， 1 ha 当り 860 本， 304 

m3，平均成長量 10.5 m3 となっている υ この林分も多少立木度は大であるが，前者に比すれば B度|間伐
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第 11 表 カラマツ鉄道防雪林

標準地 D 

HIT栽後 29 年 面積=500 m" 

高
〕
一
0
5
5
5
5
0
5
0
3
6
8
0

m
一
ふ

λ
Q

仏
Q
パ
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し
し
乙

2
.
2
.
L
L
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樹
(
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L
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-
-
2
2
2
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2
2
2
2

一

ー
ー

l

丁
I
l
l
i
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-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
l

一
計

径
し
一

直
、
m
，
一24
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4

一

高
一
C
I
l
-
-
2
2
2
2
2
3
3
3

←

胸
一本数

1

4

6

3

6

0

7

2

4

 

ー

1
i
t
i

勺
L

43 

材積

(m3) 

0.09 

0.79 

0.54 

1.43 

3.07 

2.65 

0.92 

2.19 

0.73 

0.86 

1. 94 

152.1 

- 85 ー

第 12 表 カラマツ鉄道防雪林

標準地 E 

植栽後 29 年 面積=1000 m~ 

剖
陸
一
一

3
B
6
0
4
8
2
6
4
5

一
B

i
r

ノ
一
α
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4
1
0
0
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6
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高
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-
1
1
1
1
1
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2
2
2
2

一
一

胸
!
←

の林分に近づいている。

標準地 E: Dに近接の駅前付近のカラマツ林で，大正 14 年植えの 29 年生の林分で，間伐が遅れ，

立木皮が密になっており，第 12 表のごとく平均怪 17.5cm，平均高 19.3 m , 1 ha 当り 1330 本， 312 

1113 で，年平均成長量は 11 m'; となっている。この林分の立木度は著しく大で，一般収穫表に比べて 3 'Ji~ 

以上本数が多くなっているので，現実林分の成長量は大となっているつ

c) チョウセンカラマヅ幹線防風林

御影村の国有防風保安林tこはチョウセンカラマヅの人工林がみられるコ元来シンシユウカラマツより一

層9聖地性で大陸的樹種であるチョウセンカラマヅがこの地方でいかなる成長を期待できるかは興味深い課

題である。

f票准地 F: 雨 5 線 9 号付近の国

有防風保安林で，大正 14 年に植栽

した28年経過したチョウセンカラマ

ツは平均径 19.2 cm , 平均高 18.2

m, 1ha 当り 800 本， 206m九年

平均成長量 7.4m3 で，混交広葉樹

を含めれば 7.5 m3 となっている。

この林分の成長から地味のよい地帯

のチョウセンカラ -q')' は:シンシユウ

カラマツに比して成長の遜色がほと

んどみられない。

標準地 G: 基線 15 号付近の国

有防風保安林の中に大正 13 年に植

えた 29 年生の林分で， ~[ヒ側はカ

第 13 表 チョウセンカラマツ国有防風林

標準地 F 

一
一
積
州
一
ゆ3
一
泊
一

R
i
n
u

ハ
U

凶
一
一
材
(
一

C

0

二
一
一
一

斗
土
計
一l
l

一
一

3

一
一
一
一

面
一
一
|
|
|
一
一
一

一
ツ
汗
一
一
一
一
一
一
l

一
一
バ
ヤ
一
一
一

ン
付
ノ
一
一

セ
才
-
一

二
ウ
ハ
l

一
3
m
ω
6
1

一
l

一ω
一

二
Kー
「
1
I
l
l
i
-
-
「
L

同
一
高
)
一
O
一
6
0
3
5
8

一
4
一
一

J
二
j
m
一
一
比
一
江
此
此
此
凶.
M
m山
一

拙
叩
出
掛
川r(

一
一

段
l
i
l
-
-
I
l
-
-

一
計
一

制
作
一
一
径
し
一

一
一
繭
一

m一
ロM
凶

m
m
n
M

お
お
一

二
胸
{

3

0

J

0

6

l

 

1

1

 

0.52 
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0.40 
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第 14 表チョウセンカラマツ国有防風林 シワの二次林に境し，南側に細長く問状にチョウセンカ

標準地 G ラマツの二次林がたつているJ ノj、高い丘陵にあり，林市

1ill~&15t. 30 0'1' 国債=1000 m3 

胸高山;径 l 樹高;本数 材 t~
(cm) (m) (m・つ

6 10.0 1 0.02 

8 

6 

q
u
q
u
r
O

〆
b
q
u

・
­

つ
ム
つ
ム

1
A
1
1

計- 94 

0.05 

0.51 

0.67 

3.36 

4.37 

3.82 

4.82 

I.lO 

0.41 

19.06 

が狭いので，成長は前者に比して著しく劣り，第 14 表

のごとく， 30 年生で胸高直径 18.1 cm，樹高 15.6 m , 

1 ha 当り 940 本， 191 m九年平均成長量 6.4m:j とな

っている

d) 斡~~員防風林の収穫概'変表

幹線防風林のカラマ γ について施業の計同をたて似M

を査定し，収支を検討するのに，概算的なものでも収穫

表があれば便利なので，前述の林分誠査の資料と以ド述

べる制[，1争解析の合l初、ら数式を J日L 、て収穫表の計算を試み

7こに

i) 1立j高成長: 前述の林分調資した各楳;j主地より成

育形態の均整な標準木を選んで樹幹解析して成長経過を

第 15 表基幹防風林のカラマツの成長

地位 A 等 地 B 等地 I c 等地
国有似~Øl\訓 '1 国有防lili\1本国有防風林

調査地 i 鉄道防雪林 !チョウセンシンシユウ 11 チョウセン|

一一一一主三三一二~I 計算配( r主三三之._---，計算値!主三三立計算値
樹令 I 3 1 36!  30 29 29 I 32 

年令 樹高成長 (m)

5 2.3 1.3 I 2.3 2.3 2.3 2.3 2.2 I 1.9 
108. 06.317.36.817.36.616.5(6.0  
15 11.3 11.3 11.3 11.2 11.3 11.3 10.6 9.3 
20 I 11.6 13.8 11.6 14.7 I 15.3 13.8 13.8 I 1 1. 3 
25 I 18.3 16.6' 16.9 17.4 17.0 16.1 16.2 i 13.3 

30 I 20.5 19.3 I 18.5 19.5 (17.9) (16.5) I 18.0 I 15.0 
35 , (20.7) 21.5 I - 2 1. 1 一一 I 19.3 I (15.7) 
40 ー (2 1. 9) : .- 22.3 一一 I 20.4 

胸日当直径成長(皮っき) (cm) 

5 0.7 一一 0.6 
10 8.1 i 6.6 , 7.9 
15 I 13.2 I 12.2 12.0 
20 16.2: 15.8 14.6 
25 I 19.0 I 17.5 17.8 

30 20. 4 I 19. 5 I j 9 . 9 
35 (20.7) I 20.9 I 

40 ー I (21.2) :一|

知i

i岡高成長の式

A等地:

B等地:

C等地:

樹皮厚の式

要

X2 

Hmニー百五33x~+0.25x+9
X2 

Hm= 0.0367x"+ハー , ^ 

Hm  一一一一一竺
0.042x2+O.43x+ 10 

Dzf苦 =0.3 十 0.05D

7.1 
12.0 
15.5 i 

18.1 

20.0 
21.4 
22.5 

0.6 
8.3 
12.7 
15.5 
17.5 

(19.0) 

7.2 
11.6 
14.9 
17.3 

19.1 
20.4 
21.4 

0.7 
7.4 
12.4 
14.5 
16.7 

18.0 
(18.3) 

1.9 
5.4 
8.7 
11.3 
13.3 

14.8 
16.0 
16. 日

7.0 
11.3 
14.4 
16.7 

18.4 
19.7 
20.5 

0.6 
6.3 
10.9 
14.5 
16.9 

(18.6) 

胸高直径成長の式

Dcm= し 815(H- 1. 3)0.8~7~6

Dcmこし 776(H- 1. 3)0.84416

Dcm=2.11(Hー 1 . 3 )0. 81390 
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検すれば第 15 茨のごとくで，鉄道防雪林は林fifの隔も広く，欝;羽も密で，かつ山僚の台地よりは風あた

りも弱いので， i立I高成長は概して良好である一一方台地のチョウセンカラマヅの樹高成長はかなり劣って

X" 
いるので 6 本の標準木の樹高成長の経池をつぎの rJlI線式 H=aX2+13X+c を Jlì\，、て平滑した J 実測{山

と算出イほとはよく一致し，誤差は/jds:\' 、。これらのÍlG(は道林務部のカラマツ民有林の成長の基準調査の 6

等地区分のうち，ほぼ n ， ]If 等地と IV ， V 等地の rl"lintこ相当するもので，比較的良好なる成長を示し

ている〈チョウセンマカラマツは風のあたる保水性の劣る土壌て、は成長がやや劣っている

ii) 胸高直径成長: 前五の樹幹解j1]'木の胸高直径成長は第 15 表Jこ示されるの皮なし夜径成長は， DH 

=0.3+1.05 D なる式によって皮付直径成長に換算し， これを前五数式の樹高成長をl函数とした次の式

Dニ a(H- 1. 3)b で平j脅した。この式から 1m接的にもとめた胸高l直径成長は実測値と近似の位(となる。

iii) 胸高形数: 幹線防風林のカラマツの胸高形数が現行材積哀・といかはど相違するか検討しなければ

ならないが，資糾が僅カ冶なので.今凹の収w表作製には現行表をそのままJIl\，、ることにした

iv) 主林木本数: 国有保安林のカラマツの立木皮は一般のカラマツ林収穫表と大差がないが，鉄道防

雪林のカラマザは立木皮が密で，約 3 割方多くなっている かかる密な仕立て方も経営の目的によっては

ありうるのと，民有林などには往々に立木度の筏な林があるので，羽度間伐のカラマツ林溢営法として鉄

道防雪林をø~ とした主林木本数曲線をもとめたコすなわち ， W~J度の場合には胸高直径を匝I数とした次の数

13176 
式 N=33390x- 1・ 1714 を，中間度の場合 N=32850x- 1・ 483+ .::-~. --238 を用し、た 1

v) 平均径:中央径: 平均I庄径(l直径の算術平均)対中央径(断面積の平均)の関係は， 1: 1. 01 の

縦験数を丹]い，平均高(高さの算術平均)よすrrゴ央高(断面積に比例せしめた高さの平均)との関係も同様

vこ 1 : 1. 01 の経験数をJf.!\，、た t 一般に 1~31豆1I間伐を仔った林分の主林木の平均値は，各1M]伐年次では，

優占木として成育してきたものが大部分であるからこれを各年次の平均木と比較すれば，ポJ5%jfcl大な値

となっている。 したがって， T)íji"i"cの経験数を乗ずる必要は少ないのであるが， 王子令を l拘数とするi割高成

長，樹高を限j数とする直径成長はそれぞれIl lJtJi}1三代の値がやや少なめに算出されているので，これを補う

意味もあって，前記の換算偵を乗じたのである仁

vi) 林令:従来の林令は苗木の年令を含めたものとしているが，これはM栽後の経jU年ム割衿とし

た"したがって，この林令でもとめた平均成長量は従来のものより大なる値となる

vii) 副林木: 副林木としてはカラマツ林の B 度IM1伐の場合はi間伐木の単材積は主林木の単木材積の

6 :~引とみ， A皮11口伐のときは 5 割と仮定して計算した

以上の方法によって街]影地方のカラマツ幹線防風林の収穫表を第 16 表のように計算することができる

この値は多分に推定と数式とでもとめたが，大地ない傾向を示すものであろう

e) 基幹防風林の取扱い

狭い国土に過剰な人口を容れるため，できるだけ基幹防風林のl隠を狭めて農耕地にすべきであり，また

防風機能のうえのみからみれば必ずしも当初予定されていたほど広い幅が必要でないが，者報防風林は訪

風機能を永続的に保つため，更新と林分の安定，補強のために相当の幅の林帝をもたなければならない。

たとえば，カラマツ林として皆伐作業をとるとすれば，現在道林務部で計画されている幅 20 間の基幹防

風林は更新のために 7~5 間隔が狭められることになる。また，風に弱し、カラマツは林縁から 10 間以上

林内にはいることによって正常な樹高成長をするようになるので，森林の育成強化の面からも 20 間隔は

必要であり，ことに択伐作業などで上層木が疎立するようになると，少なくとも 20 聞くらいの隠がない
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第 16 表 カラマツ基幹防風淋の以穫表

(御影地方の鉄道防雪林と国有防風保安林〕

|王

平均
地 l 問|林

itt 

l 皮 1 S 
位|合|令 i 径

(cm) 

5 I 1.1 

A I A I 10 I 9.4 

15 I 13.6 

20 I 16.7 

25 I 18.9 

地|度 I 30 I 20.6 
35 I 21.9 

40 I 22.9 

等

高

(m) 

4.0 

8.6 

12.7 

15.9 

18.3 

20.2 

21.6 

22.7 

方不

ha 

樹 本 幹

材

積

(mり

q

J

I

-

-

0

1

7

8

7

8

9

6

4

5

0

2

1

 

3
9
3
6
8
9
0
l

一
3
8
2
5
7
9
0
l

1
l
I
l
l
i
-
-

つ
ム
勺
乙
一

1
4
1
1
1
1
1
1

勺
乙
勺

L

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

 

1
1
2
2
3
3
4

一

1
1
2
2
3
3
4

一

i
u
l
j

一

B

地

C

地

等

等

3.9 

8.2 

11.9 

14. 日

16.9 

18.5 

19.8 

I 20.7 

I 3.3 
6.8 I 

9.8 I 

12.2 I 

14.0 

15.3 

16.4 

17.3 

数

2419 

1575 

1238 

1066 

965 

90つ

854 

2

4

9

q

u

o

-

6

 

7

2

6

0

3

5

6

 

1

1

2

2

2

2

 

〆
O
r
o
k
d
Q
U

円
U
Q

ノ
円

U

R
d
n

ツ
ウ
ム
門

J
q
U
R
u
-
-

4
&

凋
斗A

唱

i
q

ノ

n
O

勺J

勺
/

勺
4
1
1
1
1

2545 61 

1569 102 

1186 137 

998 1 166 i 

879 i 190 I 
798 206 

744 221 

木 ! ffi~林木

当 り 1I ha 当り

成長量 l 幹

連!平材
平|均積

(mり I (m:つ (m:J)

主副林木合計

1 ha 当り

幹

材

積

(m:l) 

成長量

逮!平
年 i 均

(m:J) i (m:l) 

77 

148 

216 

273 

317 

355 

386 

77 1 7.7 
19.4 174 1 ".0  11.6 

1 18.2 265 I ou.~ , 13.3 

1 15.0 己40 ! ov.u , 13.6 

11.9 400 1". / 13.3 
10.0 ! 450 ov.u 12.9 

8.1 490 I v.o 12.3 

-l721 

8.3 

8.1 

8.1 

7.2 

6.7 

72 
32 

156 
26 

227 
21 

281 
16 

324 
13 

358 
10 

384 

26 

21 

17 

10 

12 

9 

‘・ 7.2 
16.8 

10.4 
14.1 

11.3 
10.9 

11.3 
8.6 

10.8 
6.8 

10.2 
5.3 

9.6 

10.4 

8.9 

6.8 

5.4 

4.2 

3.2 

61 

128 

184 

230 

266 

294 

318 

6.1 
13.4 

8.5 
11.3 

9.2 
9.1 

9.2 
7.3 

8.9 
5.6 

8.1 
4.7 ' 

7.9 

と風圧に適応して林分の訓和がとれない憾もある心一方この防j武村は永続的に防風機能を発揮するととも

に林業的にもそれぞれ 1 ha 当り 10.9 m:l , 8.4 m九 6.9m:l の成長をしており，これらは伐木，造材，運

搬などすべて自己労力で行うとすれば，毎年 1 町歩当り平均次の粗収入が計算される。すなわち，年平均

成長量(含む間伐材) x 石×造材歩止り (0.75)X1 石当り単価 (900 円)によって簡単に計算すれば，

A等地=3.3 万円， B等地=2.7 万円， c等地=2.2 万円の収入があがることになり，農耕地よりは収額

が少ないが，僅かの投下資本と簡易な管理法によって，林業的にも相当な収入をあげることができるつ

基幹防風林は騒済的収入よりも恒久的に防風機能を発揮することが望ましいので現在のカラマヲ林の更

新についてはトドマツを樹下梢栽し，漸次伐期の長い常緑樹の恒久的防風一林に誘導すべきてあろうっカラ

マツは高令となるに従い，カラマツヤヅパキクイムシ，ノリξチの被害をうけやすいのと，一方かかる筈虫

は周縁の耕地防風林にも拡がっていく危険もあるので，幹線の高令まで残す林分としては耕地防風林と異
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。N Iι 「つT一。 (N i" c' 
s 

北側の樹高の大なる場合 b. 北側の樹高の低い場合

第 3 図 方位ならびに更新方法と被蔭との関係

1-勝地方の防風林の取扱いについて

a 

。

なった樹種を11官栽することが望ましい、しかし町村林に委譲され，収入の面も相当考慮に入れる場合には

成長の早いカラマツ林としての保統がよく，輪伐期 30 年，回帰年 10 年とし，林'市中高の 1(3 ずつ皆伐し

しかて造林する場合には風にたし、して林分高が洗練型の配置となって風害を緩和することが必要である

し農耕地の問に介在する短伐期の防風林では畑地に庇陰を与えないよう，たとえば第 3 図のように東西に

延びている防風林では北側から伐採をしていくことも考慮すべきである。基幹防風林の(来安林としての使

命は防風機能の中断をきたさないようにすることで，現在壮令期をjl品ぎ，風侍ij，風折などの起りやすし、林

令に向し、つつあるので.後継林分の造成は当面の急務といわれよう c

林風防地耕

耕地防風林の列幅， I間隔，樹種，その撫育，伐期と更新，作業方法などについては耕地の立地条件や営

6 列楠えカラマツ耕地防風林(大熊氏所有〕

楠栽後 11 年生林分 面積=500 m:l 

植栽列

1T 111 W V VJ 

3:  1 ー 1 6 

2 2 - - 6 

1 1 1 2 9 

一ー 2 4 1 7 

3 1 1 ~ 10 

1 4i416;-15  

3 6 6 2 29 

251 一 14

12|-i J13  

11  - 3 1 7 

121  22 2212  117 

84 8.8 9.4 9(1 9.3 

18.9 8.9 1 7.2 74 7.7 7 ・ 5 7.7 

1mI  0.79 063 Iω0.80 0.39 4.05 

1 ha 当り換算 2340 木 81.0m:l 

直径の標準偏差 (cm)i 2.76 2.06 2.74 2.13 し 92 2.80 

L>、
口

2 

2 

8

4

3

1

1

 

第 17 表

一

1
‘

1
i

つ
ゐ

T
i
 

s
i
-
-
4
2
5
1
1
1
 

高由:

(cm) 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

計

径胸

21 19 

9.8 9.8 平均直径 (cm)

積 (m3)

(m) 平均樹高

材
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農]砂j滋などから綜合的に淵査しなければならない 今|江lの訓査は資将も少ないので主として列楠のカラマ

ツの耕地防風林について収穫表を算出した寸防風{木l土農業誕営の一環として林令と材・の成長量と林帯の占

有国債およびf~期と林業の収額と農f'F物jの収傾との比較，一般造林地と耕地防風林との林の構成と成長上

の特徴などについて検討を試みたc

A. カラマツ耕地防風林の実態

a) 5~G 列Mえ: これは主として主線迅路に沿ってみられる c 第 17 表はその-[7iJである c かかる

林分は列問の距離にもよるが，一般に列rm5 尺ないし 9 尺の距離で両外側のカラマツは侭IJ校をよく張 1) • 

ド方まで校を有しているから成長が良好であるが，内側のカラマツ，ことに最内部のものは次第に両側か

ら 1l!1J圧されてきて納栽後 11 年目で，すで‘に胸高11'[径にかなりの差がみられる。各列の成長のffiは直径の

j[Z.JtJ{i立と標準偏差の比較ι よってもうかがわれる J 愉I1<: J切 27 年，回帰年 9 年とし. 2 列ずつの楠伐を行

うとすれば，各列は一禄にJíllt1<:によって成育を強化すべきである c

b) 4 列値え: 4 列前え，ことに千烏状に|筒えられている場合には外側の位l冠の聞からも側方の陽光

の照射がかなりあるので，内側の樹木もはじめはかなりよし、成長をしているが，矢野氏の 24 年生の 1~1地

防風林の調査によれば第 18 表のごとく 4 ヂ1]1耐えの内側の倒木は漸次競争の劣者となり，外側に比すれば

一段と径級が細くなっているに輪伐期 26 ór. 回帰年 13 年とし. 2 列ずつ1i耐えを行うとすれば各列は一

様にIM1伐によって強化しておくのが望ましl'o

c) 3 列捕え: 観測によれば，両側の優勢木に圧せられて巾央;列のものはI有者より一層早く優劣の差

第 18 表 4 列111'[えカラマツ A:i!地防風林(矢野氏所有)

i1色攻後 23 年生林分 面積=500 m~ 

胸高直径

(cm) 

植栽列

I
 

I
 

I
 

b

B

0

2

4

6

5

0

2

4

6

 

1

1

1

1

1

2

2

2

2

 

2

4

3

6

 

フ
臼
只

u
n
J
q
u

4
A
R
υ
4

ゐ 3 

q
u
k
d
q
υ
4
A
q
u
 

4 

言f 16 ! 14 20 

平均直径 (cm) 19.9 1ω 15.7 13.9 15.8 

平均樹高 (m) 14.3 13.0 13.4 13.0 13.4 

樹高|材積

(m) (m3) 

8.0 0.01 

10.0 0.05 

A
a
q
υ

・
I
7
J

ハJ

マ
J
4

企

q
u

1

1

1

1

 

11.7 

12.5 

13.0 

13.5 

0.19 

0.94 

1.10 

2.2日

1 ha 当り換算 1520 本 217 m3 

mリ 要
1'1列目の立木本数が多いので，劣勢木を間伐した場合には平均径 16.0cm. 本

数 17 本となる乙
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2 列縞えカラマツキ11 均rr防風林

(杉沢氏所有)

植栽後 24 年生 面僚=220 m~ 

第 19 表

材 13f

(m̂) 

0.03 

数::i~ H\'i高
(111) 

8.0 

0.04 

0.14 

0.10 

0.52 

0.67 

1. 06 

2 

1

2

1

4

4

5

 

0.64 

0.77 

0.54 

つ
ム
つ

4
1
1

4.51 24 

16.8 

13.2 

1091 

205 

均 i 民 f::;|

11.0 

11.8 

12.5 

13.0 

13.') 

14.0 

14.8 

15.2 

15.5 

j胸高直径|

(cm) 1 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28 

がでてくるようである。ことに6尺正三角形稿えのよ

うに列聞が 5.2 尺の狭い場合などは悩栽後13~16年

日で中列はほ主んと、全部間伐しなければならない

2 列植えが最も普通みられ，法2 列植え:d) 

耕地をできるだけ減じないように防風林を造成する

とすれば 2 列植えが適当であろう。 2 列植えのカラ

マツ林として第四災に調査例を示そう lニ

この場合，第 12 凶のように 2 列~W[えにも 1 列|三|

と 2 列目と数年~if(栽年次を違えて +Irfえているものが

ある仁後者の場合には先に植えたものが優勢に枝を

張り，後者を被圧するおそれがあるので，列間を 7

尺内外の広さにし，かつ店圧しないように片側の校

を多少打ち落す必、夜がある

1 列植えの例は比較的少ないu

柏殺木は両1~IJに1交を下から張るので肥大成長はよい

が. jTIj高は低く，校tmが多く，約殺で，林業的収益

1 列植え:e ) 

平

の点からは 2 列植えに劣り，かっ，防風林としての

樹高成長も劣っており，春季の激しい季節風を抑え

る機能も充分でない。

f) 耕地防風林の特徴: 耕地防風林は一般1本地と異なって植栽木は間伐されることが少ないので，優

5~7 尺間隔劣勢木の偏差が大である z 耕地防風林は側方が開放されているので下から校を張っており，

の楠淡なので列1111. 市問の距離は限定され，片側にのみ枝が拡がってゆき.樹冠の投影する樹木の占有国

積ははじめは狭小であるが，次第に拡大されてくる 2 列店えの防風林のように狭い帽の林帯では風が強

く吹きつけるので，風に弱いカラマツはよく管阻された団地の植栽林よりも樹高成長が不良である O

B. 2 列植え耕地防風林の収穫予想表

耕地防風林の成長量について一回多数の資料に基いて算出しなければならないが，今回は林分調査の資

料と国有防風林の仰とから次のようにj佐定した。

樹高，胸高直径成長について第 20 表の式で計算した他はほぼ耕地防風林の年齢対平均径，平均高を示

している ω つぎに平均径対中央径，平均高対中央高の換ノ算は簡単に表のような経験式によったミ胸高形数

は現行材積表のカラマツの形数を用いたω 胸高l直径対主林木本数は樹冠の投影面積から表の式によっても

とめた、以上から 2 列植え耕地防風一林の収穫子想表をもとめれば第 20 表のごとくであるこ

これらの 1 ha 当り数量は各年次の占有国債を基礎としたので，耕地防風林の場合は植栽本数は同一で

あるが，はじめは枝張りがノj、で. 1主j冠授影面積が狭いが，成長するにしたがし、面積が大となってくる。し

たがって，伐期の占有面積からもとめた収穫量は 1~ロ年IHJの平均占有面積に換算すれば第 21 表のよう

これから N=ax- 1，が導各年次における刻地防風林の占有面積の1阻は A=axb で示され，な値となる」

かれ，単位面債当り本数が計算されるニこれは一般造林地の間伐収穫を加えた総収穫に近い値となってし、

るが，烈しし、気象条件にさらされているので樹高成長は不良である c 本表から 2 列植えカラマツ耕地防風
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木

ha 当り

成長量

連年 i 平均
(m:り (111')

面積=1 ha 

カラマヅ 2 列1i古え耕地防風林の収穫概算表

主林

均 1

第 20 !lぬ

平
林

げの (cm) (m) 

5 3.4 3.2 -

10 8.4 7.0 3136 70 

15 12.4 10.3 1751 124 10.8 
. "  n , n , ，~， n , n~ 11.5 

20 15.8 13.1 1218 182 

25 17.8 15.2 1023 230 9.7 

30 I 19.4 16.9 901 267 7.4 

林令=摘栽後 苗令= 2 ff. 
主林木本数曲線式 N=72996x- 1 ・ .J 8:11

平均径対中央径 Dm=(1.0+0.04D)D 

平均高対中央高 Hm= (1.0+0.01H)H 

Hm一一一一一一主!- 0.037xニ +0.37x+ 11 

DcnI-xd  
- 0.029(x" ー 16)+0.4(x-4)+7

(ただし x= 年令〕

7.0 

8. る

9.1 

9.2 

8.9 

積材

(mり

幸半数本
τ合‘
「両1樹胸高直径Jト、

μ 

凸
γ
肉i
 
J
 

2.0 

樹高成長

胸高直径成長
要

この 2 列摘えの収穫表は一般林分林の平均成長量の最多の時期は 25 年生で 1 ha 当り 9.2m:l となる。

と比絞して短f:};期では間伐収穫はほとんど期待きれないのが特徴である、

農業経営と耕地防風林

1. 5 町歩経曽農家の 2 列植え耕地防風林の取扱い

換
算
せ
る
収
入

平
均
面
積
に

(円)

0.639 I 17 , 573 

0.632 123 , 750 

0.630 28 , 508 

2 列i値え耕地防風林の実態と林業収入
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5 町歩経営農家の 2 列備えの耕地防風林の配置の一例は第 4 図のごとくで，防風林の 1 列は道路に沿い，

片側の樹冠は~UIに投影しないのと他の 2 列は隣家の植付けた防

風林で占められるので， この農家自身の所有する防風林は延

400 r，]J.カラマツ 800 本となる}植栽後 20 年目の樹冠投影面

積は 0.59ha. 25 年目は 0.65 ha で. 20 年目で耕地の1. 2 割

弱は防風林となる この林を林業のみの立場から収益最多の伐

期を検討すれば第 21 表のように 20 年日では 22.4 万円. 25 

年目では 37.5 万円. 30 年目では 53.9 万円の伐期収入とな

る」この防風林~;J:年とともに校を拡張してきたもので，前 7己の

面積を l~n年IInの平均の占有面積とすれば 20 年日では 0.38

ha. 25 年目が 0.44 ha となる 現面積による 20 年目の伐期

平均収入は 1 カ年1. 1 万円となるが，現面積をはじめから林地

のみに使用してきたとすれば 1 カ年平均1. 8 万円. 25 年では

2.4万円. 30 年では 2.9 万円の平均収入をあげたとになる

B) 防風~*帯の農が1:収入と伐期の検討

農家が防風林を早く fx:l采して農作物を作る場合と. ~)j風を兼

ねて材のl文スをあげるため存続させる場合といずれが収益が大

道 E岳品、

(4) 

1(l1l 

(16) 悶(10) J
 

2
 

1
 

(
 

笹
口
円
一
一

特一一一一← 10日間 」一一一一一う!
蛋l5lSl3> 自家ヰ宣教の防風林

室玄= n壊家泊裁の防風1-1.. 

() ~盈教后(i)"手:ぇ

第 4 図 5 町歩経営農家の 2 列植

の耕地防風林の配列とそ

の更新順位

であるかについて検討したい すなわち. 20 年生で防風林を皆伐し 5 カ年間農村|した場合と. 25 年生で

皆伐する;場合とを比較するに20年日の皆伐では，もとの樹列にまたカラマツを植えることにして豆類，麦

類，馬鈴薯を栽培するとすれば，第 22 表のように 1 カ年当り 2.4~3.0 万円の収スとなる これは第 23 表

第 22 表耕地防風林のカラマツの伐期と農耕|による収入
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第 23 表 2 列植えカラマツ耕地防風林の伐期と収ス

差の

年令 i 幹材積 造材 成材材積|単価 粗収入防風林面積粗収入の差 年平均

(m3〉|歩止り 1 M i (円〕 |(千IT]) 制 (千円〉 判 (千円〉

20 0.68 124 0.5885 218 
147 29.3 

25 230 0.71 164 3, 200 523 0.6979 365 
167 33.3 

30 267 0.74 198 3, 400 672 0.7908 532 
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の 20 年皆伐と 25 年十Jげたのカラマツの fftiî絡成長の設年平Jéj 2.9 万円と比較して大差がなく，同様に 25 年

で皆伐し， 5 年間農相lする場合の収スと 30 年皆伐の防風林の収スとを比較すれば， 農料収入は 2.6 ~ 

3.3 万円，防風材:の収入は 3.3 万円となり，近似の債となる。

以上をさらに細分析すれば伐期5 カ年の延長の 11llに枝の拡張によって減収する農地の収入が 25~20 年ー

では 1 カ年平均 3 ， 500 円， 30~25 年では 1 カ年平均 2， 940 円が考えられるが，これは他国防風効果が，

それだけ増強される点から1'11役されるものとみられよう。

以上は粗収入のみの比較であるが，農拶|の場合には肥料代や薬品，農機具の償却，仰などが支出の約 4

割を占めるが，林業の場合には労力が少なく，自然成育に委ねてよいのである。したがって耕地の広い農

家では防風目的と同時に営農林的な経営も考えることができる。

C) 防風林のがJ栄と JIi抜い

防)]\\林としての胡地に対する効果は樹高が大なるほど大で，普通樹高の十数倍までの効果があるが，こ

れらの防風林の多くは主風に必ずしも直角に配置されていないので，防風林の顕著な効果範囲を樹高の10

倍とみると 20 年生では防風林の後方の効果は 501!J1を超えるので， 50 間々隔の防風林ではこれ以 k樹高

が高くならなくてもよい。 30 年生の場合には樹高が，f{] 16.9m となるので，が~ 100 J，'iJI痛の農 Wlj也にも相

当の効果が期待されることになる。

防風林の現在の位置は道路ぞい，境界ぞい，排水蒋ぞいなど馬耕の耕作技引すからも適当な位置にあり，

また，カラ"")' ~土成長が速し防風の使命を達しやすく，材の経済価値が高いので，今後もカラマツの造

林はJ合てがたし、。したがって現位置に ~h;いて，しかも樹列も現在と同じ l隔の 2 列植えとして更新の方法を

考えたい。畑の中央:の防風淋は 15~18 年目に内側 1 列を伐探し，その樹列より 1 尺離して前列と 6~7 尺

の間隔にカラマツを補え，畑の周縁のカラマヅは 17~20 年目で内側 1 列を伐り 21~24 年自に中列の外側

を伐採し， 27~30 年目は外側の主風が強くあたらない方の列を伐採し， 30~33 年目に主風のもっともあ

たる列を伐採する J すなわち，最終の伐採が終った時には次代のカラマツは 0~3 ， 3~6 ， 9~12 ， 13~16 ， 

15~18 年生の各年次の休ができていたことになる l これらの防風林は主風に必ずしも直角でないので，

林の防風効果を樹高の 12 1;T として計算すれば，伐採中断によって耕地が風蝕の危険にさらされるおそれ

が少なくなるといえよう。

1[，高台地帯事の耕地防風林

平原地惜の 5 1l1LJJ_え経営農家では前述のように畑地の JiWll と中仕切りにカラマツの 2 列梢え耕地防風林を

仕立てるとすれば樹林地としてカラマヅの樹冠の占むる面積の歩合が平均して総面僚の 8?ó 内外となる。

しかし防風林によって 20% 内外の増収が期待できるとすれば，さらに前述の林業収入が加算されるので

安定した縦営となるのである。しかし，高fr とくに山から吹きおろす風の通路となる風衡地帯は気候(I'jに

は冷涼で，土壌的には肥沃な耕土が浅く， 5 [11]' 歩経営では営農がなりたたず， 10 IJ町歩ないし 15 町歩の面

積を必要とするつまた， 2 列植えのカラマツ林は壮年期以降には烈jlit\.のため倒壊され，これが風の収激す

る通路となって耕地が風齢、によってつぎつぎと破壊されていくおそれがあるので，樹列防風林は少なくも

6~9 列崎えを必要とし， 30 年の輪伐期， 10 年の回帰年として 2~3 列ずつ皆fたと造林を繰り返す必要

がある c lO町歩経営農家が 6 列前え (5x5 尺)の耕地防風林網を前記 5 町歩農家の間隔;こ所有するとす

れば，総国債にたし、し 23% すなわち， 2.3 !i可歩の防風林を所有することになる。これの 1 町歩当り年平

均成長量を 33 石とすれば，毎年立木幹材積 76.3 石の生産が期待でき，伐木，造材，運材すべて自家労
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力で行うものとすれば，毎年約 5.15 万円の粗収入を防風林から期待することができる また 15 町歩

経営農家では 9 列Hfl え(5x5 尺〕耕地防風林が紙面積の 30%，すなわち 4.54 町歩となり 1 町歩当り年

平均成長量を 33 石として，立木幹材積 150 石の生産が期待され，前記のような粗収スが毎年約 10.2 万

円ずつ防風林から期待できるので，防風林の作物に対する効f日とあわせて，耕作条件の沼、いi断行の農家の

家計を補い，労力の繁闘を調節し，経営を安定せしめることができる。

むすび

十勝地方の耕地防風林は昭和 6 ， 7 年の冷害凶荒を機に農民の自覚と当局の奨励とによって急速度に完

成されていったのである また，国有の基幹防風林は大王中，末葉ごろにカラマヅ，チョウセンカラマツ

が値えられているが，漸次m沼疎に向い，一部には昭和 29 年の台風の被害をうけている ι これら林分の

防風機能を中断しないように次代の林をいかに造成すべきかが当国の問題となっている。これらの防風林

の実態を調査し，林分1'1' 1'1氏と成長とを解析し，簡易に~ïi.磁概算決を作れば，基幹防風林のカラマヅの主副

林木の年平均戎長量は 1 ha 当り A 等地は 13.6 m九 B 等地は 11. 3 rn3, C 等地は 9.2 m3 で，林業団

からも相当の経済収スをJtJH寺できるつカラマヅとチョウセンカラマツの成長の差はあまりないが，後者が

多少劣るようである J この防風林はトドマヅを樹 Fjii古放して，恒久(1句な基幹防風林を仕立てるべきである

が，収入の面からカラマツ林として町村で経営するとすれば，輪伐期 30 年，回帰年 10 :司三と L ，風位、に

たいし流線形の配列となるように，帯状皆伐して造林するのである。基幹防風林の幅は防風機能のみから

みれば当初設定された 100 間隔は必要ないが，林分としての法Eな成長を期待するには相当の隅が必要

である v 農耕地の一環としては恭幹防風林もなるべく最小限のl隔を要求されるが，更新と成長と rlJi得への

安定性などを考えれば林惜の柄は 20 間以下に狭めることは悶燥のようである c

耕地防風林はほとんどカラマヅの樹列防風林で，樹列も 1 列HiJえから 6~7 列植えにわたっているが，

2 列値えが多く，ことに 5 町歩内外の集約経営の農家の防風林は 2 列楠えが多いようである l 現在の一斉

林状の耕地防風林にたいし防風機能を中断することなく，次代の林を各令散にわたって配置するよう計画

的な楠伐を考えなければならぬ

2 列植え耕地防風林は何年間jjJ1iJに校を張っていくので， 1主J冠占有面積から収穫表を概算すれば， はぼ

1 ha 当り年平均 9.2m" の!戊長量を期待することができるに この樹林は基幹防風林に比して樹高成長が

劣り，間伐収入も当分見込まなくてもよい。これらの防風機能によって農作物は 2 剖内外の増収が矧待さ

れ，林業的収益や労力調節Jのうえからも，この防風林は営農の安定に寄与している c ことに日高述峯から

の風が強く吹きおろす高台地i~-l1の農家では耕地防風林は 6~9 列 lit1えとして防風墜をつくり，浪者林業の

多角形経営によって安全な営農をたてるべきで，この防風林にたいしては_ìl0I皮の間伐を行い， 伐期 27~

30 年，回同年 10 年の帯:伏皆伐として各令級にわたるように計画31な1t!.[伐を考えなければならぬ。
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第 5 図御影地方の防風保安林

カラマツ林，標準地A

27 年生

第 6 図鉄道防雪林

カラマヅ林，標準地D

34 年生

第 7 図防風保安林

カラマヅ林，標準地B

27 年生

第 8 図防風保安林 第 9 図 6 列楠カラマ γj現地

チョウセンカラマツ林，標準地F

28 年生

第 10 図 2 列tìffカラマ γ

耕地防風林

14 年生

第 11 図 3 列植カラマヲ

耕地防風林

24 年生

防風林

11 年生

第 12 図

1 列は 16 年生

1 列は 11 年生
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Zenki MA'l'SUI and Hisao SHINOHAllA: On the Management of 

Windbreaks in Tokachi District. 

R駸um� 

In Tokachi district , the crops were so damaged by the “ Föhn or Bora 

wind" in early spring, that windbreaks have been planted speedily since about 
1932, when the weather was too cold to get a crop harvest. 

These stands are classified into two sections, one of the main windbreaks 
which consists of the Kashiwa-oak natural forest or the larch planting stand 

at 27-35 years old, and the other of the farm larch stem breaks at 1-61ine. 
By the stem analysis and stands composition and growth, the yield table of 

secondary Kashiwa-oak sprouting stands in Mikage Mura can be ca1culated. 

Mean Main stem 1 ha 
I Annual mean 

Age 1J~:~h. i volumβgro明th
Dian凶:er I Height i trees I volume I 
(cm) (m) (mη 

30 11.7(103  1366 I 84 I 2.8 

Kashiwa-oak branches are so roughly scattered and their leaves are so late 

in opening, that the windbreak's function is lessened , and its volume growth is 

so smalI as to b2 equivalent to about 30-40% that of planted larch forest , so 

that the one ought to be replaced by planting the other. 

The main larch windbreaks whidl were planted about 27-35 years ago at 

the 30-50 m width, must be 'cultured secondary ones to hold out the breaks' 

function by the mixed under planting of Todo・fir ， or by the strip cutting and 

planting of 10 year-cutting cycIe. 

The yield tables of the breaks which consist of Japanese larch CLarix 

Kaempferi SAIW.) or Chosen-larch CLarix dahurica TUll.) can be calculated by 

the stem and stands analysis shown in the following table. 

Mem 1Main stem1ha|Apn eq 
I vOlUme grOWIil 

Site I Thinni昭 I ~. _. _ I TT_". 一一τ7-l A(m3]…
I Diameter I Height I 中一一 I Volume i-一一一 I 1\1I"...~ .. 

~ Ilreesl 胃 r ・ l 岬'1am

(cm) I (m)(m3) i lVlam I and by 

Age Sort 

: ]apanese larch I 
l ぽ I A I A I 20 ・ 6 20.2 姉 317 10.6 13.3 I (Chose;;larch)I .• I .. I -_.- -_.- ._- I _.. I -_.-

30 1]ap叩se larch I B I B I 19. 7 18. 5 I  830 I 230 7.7! 10.8 

30 I Chosen larch I C B 19.0 15.3 879 190 6.3 I9.6 

These stands may be expected to provide timber income, as wel1 as wind 

break effects which can bring about an estimated 20% increase in the crop 

harvest. 
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The 2 line larch stem breaks which have been planted around the farm , 

are occupying about 8% of its area at 20 years, and the yield table of these 

may be counted as follows 

Mean Main 由ms lha "..~... U.~U"U ~ U~ I Annual 

n，~_~.~_ LJ~'_h' U~l.._~ volume growth Age 1Diameter Height ihaaび Volume
(cm) (111) 一一 (m3) I (m3) 

30 19.4 16.9 901 267 8.9 

Althot:gh these height growth are much inferior to the main stand, a farmer 

who has a 5 ha farm and 800 larch trees as his breaks stem, may expect an 

annual forest harvest of 3.7 m3 • 

The farτner on the severely windy upland, may plant the 6 or 9 line larch 

breaks stem to protect against wind damage, and he may expect an annual 

larch harvest of 21.2 m3 from his 10 ha faロn， and 41.8 m3 from his 15 ha one. 

These farm line windbreaks must be cultivated as the secondary stand to 

hold out the breaks, namely 6-9 line ones managed by the 30 years of rotation, 
10 years of cutting cyc1e and thinning. 

On the other hand, 2 line even-aged larch breaks may be arranged at the 

uneven-aged order by cutting anc1 planting. 


